


【国保】 
 

３７０  シメチジン（小児６３）   

 

《令和４年９月２６日新規》   

○  標榜薬効（薬効コード）  

消化性潰瘍用剤（２３２）   

 

○  成分名  

シメチジン【内服薬】   

 

○  主な製品名  

タガメット錠 200mg、タガメット錠 400mg、タガメット細粒 20％、カ

イロック細粒 40％、ほか後発品あり   

 

○  承認されている効能・効果  

○胃潰瘍、十二指腸潰瘍、吻合部潰瘍、Zoll inger-Ell ison 症候群、逆流

性食道炎、上部消化管出血（消化性潰瘍、急性ストレス潰瘍、出血性

胃炎による）   

○下記疾患の胃粘膜病変（びらん、出血、発赤、浮腫）の改善  急性胃

炎、慢性胃炎の急性増悪期   

 

○  承認されている用法・用量  

〈胃潰瘍、十二指腸潰瘍〉  

通常、成人にはシメチジンとして 1日 800mgを 2回（朝食後及び就寝

前）に分割して経口投与する。また、 1日量を 4回（毎食後及び就寝

前）に分割もしくは 1回（就寝前）投与することもできる。なお、年

齢・症状により適宜増減する。  

〈吻合部潰瘍、Zoll inger-Ellison 症候群、逆流性食道炎、上部消化管出

血（消化性潰瘍、急性ストレス潰瘍、出血性胃炎による）〉  

通常、成人にはシメチジンとして 1日 800mgを 2回（朝食後及び就寝

前）に分割して経口投与する。また、 1日量を 4回（毎食後及び就寝

前）に分割して投与することもできる。なお、年齢・症状により適宜

増減する。  

ただし、上部消化管出血の場合には、通常注射剤で治療を開始し、

内服可能となった後は経口投与に切りかえる。  

〈下記疾患の胃粘膜病変（びらん、出血、発赤、浮腫）の改善急性胃炎、

慢性胃炎の急性増悪期〉   

通常、成人にはシメチジンとして 1日 400mgを 2回（朝食後及び就寝

前）に分割して経口投与する。また、1日量を 1回（就寝前）投与する

こともできる。なお、年齢・症状により適宜増減する。  
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○  薬理作用  

H2受容体拮抗剤   

 

○  使用例  

原則として、「シメチジン【内服薬】」を「ＰＦＡＰＡ症候群」に対

して処方した場合、当該使用事例を審査上認める。  

 

○  使用例において審査上認める根拠   

薬理作用が同様であり、妥当と推定される。  

 

○  留意事項  

⑴  当該使用例の用法・用量   

通常、シメチジンとして 1日 10～ 20mg/kgを 2回に分割して経口投与

する。なお、効果不十分な場合は、1日単位の投与量として 800㎎を超

えない範囲で増量できる。   

⑵  発熱のエピソードの頻度が高く、発熱に伴う苦痛や社会生活の制

限により生活の質が低下している場合に限り認める。  

⑶  本剤はH2受容体拮抗薬であり、比較的安全性の高い薬剤ではある

が小児への安全性は確立していない。  

⑷  年長児では自然寛解傾向がある疾患なので、投薬期間が漫然と長

期間にならないよう留意する。  

 


